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看護学科学生短期海外研修の事前学習についての今後の課題

齋藤良子 1）　榊原千佐子 1）　須賀京子 1）　武藤英理 1）

Ⅰ．はじめに

　本学科は 2014 年 4 月に設置以来，2015 年度から毎年１週間，アメリカ合衆国コロラド州デンバー市に
おいて学生短期海外研修を実施してきており，2019 年度（3 月）には第 5 回の研修を予定している．2017
年度および 2018 年度に引率教員として本研修に同行した経緯から，学生の事前学習について改善の余地が
ある印象を受けたため，課題を教務学生委員会において提示し，事前スケジュールも含めて改善策を提案し，
2019 年度の実施に向けて準備を進めているので，ここに報告する．

Ⅱ．本研修の概要

１．目的

　1）�朝日大学の建学の精神に基づき，国際的視野を広げるとともに，海外の最先端の保健医療に触れて，看
護学の幅広い知識を修得し，多様な人を受け入れる看護者としての姿勢を身に付ける．

　2）�海外の保健医療システムや看護の実際を知ることで，国内，国外の看護をより深く理解し，国際的な看
護活動への関心を持つ．

２．主な研修先および研修内容（図１）（図２）
　�　アメリカ合衆国コロラド州デンバー市の Good Samaritan Medical Center，Regis University，University 

of Colorado Anschutz Medical Campus，Balfour Senior Living 等において，現地医療職員による講義の受
講や病院病棟でのシャドーイング実習や高齢者施設等での見学実習，体験実習，そして現地の看護大学学生
の講義への参加や交流などである．
３．参加学生

　�　2 年次および 3 年次の希望者 10 名程度である．前年度の研修報告会に出席していることを応募条件にし
ている．希望者が 10 名以上の場合は，参加申込書における参加志望動機（50％）および面接（50％）を基に，
学業成績（GPA 等）および日頃の授業態度なども勘案して総合的に 10 名程度選抜している．
４．2018 年度までの事前準備スケジュール

　�　11 月上旬に掲示板にて募集案内をして 12 月上旬に募集を締め切り，12 月下旬に選抜の面談を実施して，
年明け 1 月中旬に派遣学生の発表をしていた．

　�　2 月上旬に説明会を開催し，研修概要の説明および旅行会社の担当者による海外渡航の準備についての説
明，学生の自己紹介，教員からのメッセージ等を伝えていた．

　�　3 月上旬に２回（120分間ずつ），派遣学生全員を対象にEnglish Language Salon（ELS）にてELS 担当講師（株
式会社ステライノベーションズ）による英語特別レッスンを開催してもらい，特に入国審査の際に必要とな
る英会話やホームステイ先での会話などを中心に英会話の練習をしてから，3 月中旬に研修に出発していた．

Ⅲ．2018 年度研修までの事前学習に関する課題

１．学生の英会話の準備状況について

　�　入国審査においては，全学生が支障なく通過することができた．直前の英会話レッスンの効果がみられた

１）朝日大学保健医療学部看護学科
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図１　2018 年度　デンバー研修スケジュール
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と評価できる．しかしながら，研修先の病院にお
いて自己紹介を促された際，ほとんどの学生が氏
名と学年のみをやっと言えたレベルであり，その
後の研修中の質問もすべて日本語であった．また，
研修最終日にホストファミリーの方々に開催して
いただいた “さよならパーティー” においても，
全学生がホストファミリーの皆様にお礼のメッ
セージを伝える機会をいただいたが，10 名中 8
名が日本語で挨拶をしていた．ホストファミリー
の方々は日本語が理解できないので，英語でお礼
のメッセージを伝えることを引率教員として促したが，学生たちは英語でのメッセージを準備していなかっ
たため，不可能であった．

　�　滞在したホームステイ先では学生たちは楽しく過ごせていたことが伺えたので，片言の英語ではコミュニ
ケーションは取れていたようであるが，研修プログラムにおいても積極的に英語を使ってコミュニケーショ
ンを取れるように，英語での自己紹介やお礼の伝え方，病院実習における特有の英単語などについても，事
前の英会話レッスンにおいて準備をすることが必要である．さらに，英会話レッスンの開催時期が 3 月上
旬の出発 5 日前に 2 日間連続の設定であることから，もっと早期に派遣学生の選抜をすることによって，
事前準備をする時間を確保することが可能であると考える．
２．訪問先の各施設についての事前学習について

　�　訪問先の各施設についても学生たちの事前学習が不十分の様子が伺え，現地施設職員の講義や見学ツアー
において，質問を受けても，反応がない状況も多々見受けられた．訪問施設の特徴などについても，事前学
習をして，研修に臨むことによって，さらに学習効果の高い研修にすることができ，レポート作成や報告会
での報告内容にもさらに反映できる可能性が期待できる．

Ⅳ．2019 年度研修に向けての事前準備に関する改善点

　以上のことから，2019 年度研修に向けた事前学習スケジュールついて改善を試みた（図３）．
１．派遣学生の募集および選抜時期

　�　7 月中旬に募集開始して 7 月下旬に募集を締め切り，8 月上旬に選抜の面接を実施した．10 月初旬に派
遣学生 10 名の発表をした．
２．説明会

　�　11 月初旬に，第 1 回説明会を実施して，研修内容および旅行会社の担当者から海外渡航についての説明，
学生自己紹介，教員からのメッセージを伝えるとともに，事前課題として英語レッスンおよび各研修施設の
事前学習を提示した．第 2 回説明会を 2 月上旬に予定している．
３．英会話レッスン

　�　11 月中旬に第 1 回特別英会話レッスン（120 分間）を ELS にて ELS 担当講師に開催してもらい，派遣
学生全員および引率予定教員が参加した．レッスンにおいて，２～３名グループで自己紹介の練習をし，各
自持参した自己紹介文を講師にネイティブチェックしてもらい，各自練習してくることにした．同講師によ
る第２回特別英語レッスンを 3 月 4 日に予定している．

　�　その間，各自 ELS にて英語レッスンを 30 時間以上受けることを課題とし，各自に ELS 利用カードを配
付した（図４）．

図２　研修先の病院の外観
　　　（Good Samaritan Medical Center）
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Ⅴ．おわりに

　2019 年 12 月に急遽，2019 年度からテキサス大学サンアントニオ校ヘルスサイエンスセンター看護学部
への学生短期海外研修も同時期に調整していただけることになり，デンバー・プログラムとテキサス・プログ
ラムが同時に実現されることになった．今後，両プログラムにおける派遣学生たちの活動状況から，2019 年
度に試みた前倒し事前学習スケジュールの成果を評価するとともに，2020 年度から開講される新カリキュラ
ム科目「看護海外演習」に本研修内容を引き継いでいけるように，学科全体で検討・運営していく必要がある
と考える．

図３　2019 年度研修に向けた事前学習スケジュール（改善策）

図４　ELS 利用カード


